上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　　　　第１９号　２０００年１月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
   eq \o\ad(2000年を迎えました。,　　　　　　　　　　　　　)
　　きびしい１年、何かとお世話になりました。

　　もっともっと明るい年にしたいものです。

　　今年もどうぞよろしくお願いいたします。

12月議会のポイント

12月定例会は、８日から16日までの９日間の会期で開かれました。

上牧小学校大規模改造工事の補正予算などの審議、意見書２件の採択が行われ

ました。私は、介護保険などについて一般質問をしました。（２、３面）

☆介護保険、要介護認定審査が始まる
· 要介護認定審査は、10〜11月で、申請が138人、認定が56人（事前調査

　の予定者は355人）と、立ち上がりとしては順調に進んでいます。

· 要介護認定結果についての情報は、本人や家族から希望があれば、審査会

　事務局の「三室休日応急診療所」から、提供されることになっています。

· 政府による介護保険特別対策（65歳以上保険料の半年間徴収延期や1年間

　半額減額など）については、上牧町もその対応にたいへん苦慮しています。

私たち議員有志は、市町村による介護保険の円滑な実施を求める「意見書」

を提出しました。全会一致で採択され、政府機関に送付されました。

· 介護保険以外の施策（生活支援、地域ケア、介護予防、生きがい対策など）

が大切です。遅れている上牧町老人福祉計画の見直し作業とあわせて、町の

これからの取り組みが見逃せません。

☆上牧小学校、大規模改造工事が実施される
· 上牧小学校の老朽化にともなう大規模改造工事（耐震工事を含む）の予算と

　して、４億6,515万円が計上され、可決されました。

· 今回の工事は、第１期として校舎北館が中心です。第２期は体育館（13年度

予定）、第３期は校舎南館（15年度予定）が、順次計画されています。厳し

い財政のなかでも、未来を担う子供たちに良好な教育環境を確保することは、

われわれ大人の責務です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：支えあい、ともに生きる地域社会を！

一般質問しました

 （質疑応答にこだわらず、内容を整理してお伝えします）

⑴介護保険、苦しみながらも⋯

☆政府の特別対策で、“はしごを外された”

・それは、なぜでしょうか。第１に、要介護認定審査が開始され、実施への

準備が最終段階を迎えたこの時期、第２に、法律では“自治事務”としなが

ら、市町村の意見を聞くことなく決定した手法、第３に、介護保険制度の根

幹を揺るがし兼ねない見直しを行おうとしている内容、などです。

・政府のこうした特別対策に対しては、全国の自治体や各種団体などから、一

斉に非難の声が噴出しました。私は、11/12三党合意は認められない！ 620

団体集会（東京）、11/24福祉自治体ユニット総会（同）、11/25介護保険の

見直しに反対する関西緊急市民集会（大阪）などにも参加しました。

・特別対策について事業者である上牧町の見解を聞いたところ、正直いって

「困惑しいる」とのことです。12月９日に政府の補正予算（介護保険関係で

9,110億円）が成立したものの、政府から具体的な指針が示されていません。

これでは、町としての予算編成や条例制定への影響が心配されます。

・今回の特別対策には大いに問題ありとして、私たち議員有志は「意見書」を

提出しました。これまでの自治体の懸命の努力からして、問題を先送りする

ことしか知らない国政の無責任さに、大きな憤りを感じます。

しかしその一方で、町民みなさんの老後不安を少しでも解消するため、介護

保険を始めとする高齢者対策を、苦しみながらも進めて行かねばなりません。

☆介護保険料などは、一体どうなるのでしょうか。

・９月議会の報告で、上牧町の65歳以上保険料試算は、月額2,900円前後

 （標準額）とお伝えしました。政府案通りに徴収延期や半額減額するにしても

正確な保険料を算定して、介護保険条例で決めなければなりません。そうで

なければ、11年度予算で執行される政府の特例交付金の算定ができません。

・特別対策のもう一つの柱が、家族介護への「慰労金」支給です。この程度の

　“あめ玉”で家族介護が慰労されるほど、生やさしいものではありません。

☆介護保険以外の施策にも、市町村の特色が出ます。

・たびたびお伝えしてきましたが、介護保険以外の一般施策が大切です。自立

　認定者への生活支援、家族介護者への支援や交流事業、介護予防と地域ケア、

生きがい対策、世代間の交流事業、（仮称）総合保健福祉センターの機能的な

運営など、高齢者福祉の周りには課題山積です。市町村の特色が出ます。

・これらの施策を集約し体系化するのが、「上牧町老人福祉計画」の見直し作業

　　です。それがたいへん遅れており、あらためて見直しの促進を強く求めます。

⑵町の危機管理への取り組みについて

☆2000年問題への取り組みは、どうだったのでしょうか。

・町は、2000年問題対策本部を設置し、家庭での備えや緊急時の連絡体制を

知らせるチラシを全戸に配付。緊急時の連絡体制として、電話が使えなく

なった場合に備えて、年末年始に各消防団屯所に消防団員が待機しました。

・結果的に町内では、心配された問題は特に発生しませんでした。水道、電気、

ガス、電話などが平穏に使えることのありがたさ、そして日頃からの危機管

理の大切さを痛感したところです。みなさんのご家庭は、いかがでしたか。

☆町の防災計画、見直し後の取り組みは⋯
・阪神淡路大震災を教訓として平成10年10月に、上牧町防災計画の見直し

が行われました。その後の取り組みについて質問しました。避難場所の表示

や耐震性の防火水槽の整備を順次進めている、とのことでした。

・防災計画の対象は、あくまで住民です。私は、この視点が抜け落ちていると

指摘しました。これに対して町は、初期初動が大切であり、住民への啓もう

啓発に取り組む、との答弁でした。それにしても住民のほとんどが、上牧町

に防災計画があることさえ、知らないのではないでしょうか。

☆変質者による学童被害への取り組みは⋯
・小学校低学年の女児に対して液をかけて脅す事件が、11年には町内だけで

　10件も発生しました。11月29日に犯人（40歳）が逮捕されましたが、

　「怖がるのが面白くてやった」と自白しています。

· この事件が続発した11月初旬に、上牧第２小学校から父兄への警告文書が

配付されました。しかし、地域の自治会やこども110番の家などには、防犯

情報すら届いていませんでした。11月中旬には、他校区でも発生しました。

町では、11月19日から３日間、防災無線で町内に防犯情報を放送しました。

警察の捜査事情もあったのでしょうが、後手に回ったのは否めません。

　・私は、学童に対するいたずら事件というよりも、むしろ悪質な人権侵害だと

考えております。ここまで広がる前に、横の連携と地域ぐるみの取り組みが、

もっと必要だったのではないでしょうか。

· こうした観点から、町の見解を聞きました。教育長から「子どもの安全が大

切であり、家庭・学校・地域が三位一体となって子どもを守る環境を作って

行きたい」と答弁がありました。今後の取り組みが、大いに注目されます。

　　呼びかけ：危機管理、日頃のちょっとした注意から！

12月議会にみる

☆聴覚障害者についての意見書を提出しました。

　◆聴覚障害者（耳が聞こえない方、口がきけない方）は、その能力に関係なく

道路交通法など15の法律で免許や資格が与えられない制度になっています。

また、著作権法や公職選挙法でも、テレビ画面やビデオ録画、政見放送につ

いて、聴覚障害者用に手話通訳や字幕を付けることさえ認めていないのです。

この意見書は、障害者の社会参加を促進する立場から、関係法の早期改正を

求めて、同僚議員と共同で提出し、全会一致で採択されました。

· 意見書の審議に傍聴の希望があり、12月８日の本会議に「手話通訳」（２名）

を入れました。町内には十数人の聴覚障害者が居住していますが、他の障害

者と違って、表面からは分かりにくいのです。この機会に、こうした聴覚障

害者への理解と共生が一歩でも進めば、との思いが込められています。

☆12年度老人ふれあい旅行の計画が、明らかになりました。

· 一般会計補正予算に、旅行業者との契約予定限度額として1,600万円が計上

されました。５月中旬、淡路花博を中心に計画されます。見積もり内容は、

一人当たり費用35,500円（うち個人負担13,000円）、参加人数は約450人

（参加資格：満67歳以上）となっています。

♦この見積もりによると、公費負担は1,015万円となります。元気でふれあい

  旅行を楽しみにしておられる方も、また老弱で参加できない方もありましょ

  う。公費負担については、町民の間で色んな意見もありましょう。

    介護保険も始まるこの機会に、この公費の使い方とふれあい旅行のあり方

    について、みんなで考えてみてはどうでしょうか。

☆12月定例会、一人の欠席もなく行われました。ています。



























































































































· 12月定例会は、本会議審議が２日、一般質問が２日、常任委員会（３委員会）

が２日の日程でした。全日程に議員（委員）が、全員出席しての審議でした。

· 議員の義務は、会議に出席すること（地方自治法第113条）です。

　これからも上牧町議会は、“全員参加”で行きたいものです。

	　 12月議会の報告をお届けしました。

　　  今回も介護保険周辺の記事が中心となりました。

　　　どんなことでも結構です。ご一報ください。

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
1
1

